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  （検討事項） 
    ・特別管理産業廃棄物管理責任者の選出 
（飛散性の恐れがあるもの） 
    ・廃棄物の分類と量 
    ・処理を委託する業者の調査と選定 
（運搬および処理に関する許可証） 
(3-2) 検討結果の報告 






図 3 アスベスト表示ラベル例 
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定のものは約 100 件であった。 
アスベスト含有実験機器の有無の確認と学内の廃
棄申請体制を明確にしたことにより、この 2 年間で
60件のアスベスト含有廃棄物の申請が行われ、約 4.6 
t の廃棄物が処分された。 
学内には未だアスベストを部品等に含む製品が多
く残っており、引き続き、委員会の確認体制下、法
令に従って適切に廃棄を進めていく予定である。
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